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…

［
資
源
活
用
課
］
四
月
二
十
二
日
長
野
林
政
協

議
会
（
構
成
：
長
野
県
林
務
部
・
中
部
森
林
管

理
局
）
で
は
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

つ
と
し
て
「
薪
」
の
利
用
を
促
進
し
、
併
せ

て
、
農
山
村
の
身
近
な
産
業
と
し
て
薪
の
生
産

拡
大
を
図
る
た
め
、「
薪
セ
ミ
ナ
ー
」
を
中
部

森
林
管
理
局
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
近
年
、
石
油
価
格
の
高

騰
、
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
普
及
等
を
背
景
に
農

山
村
で
は
一
般
家
庭
向
け
の
暖
房
用
に
薪
ス

ト
ー
ブ
を
用
い
る
家
庭
が
増
大
し
て
お
り
、
ま

た
、
都
市
部
で
は
本
格
的
な
薪
釜
を
備
え
た
ピ

ザ
屋
が
相
次
い
で
新
規
開
店
す
る
な
ど
、
薪
の

需
要
量
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
四
氏
（
敬
称
省
略
）、
需

給
者
側
と
し
て
廣
瀬
直
之
（
東
京
燃
料
林
産
株

式
会
社
）・
滝
本
期
一
（
株
式
会
社 

高
善
商

会
）、
供
給
者
側
と
し
て
木
平
英
一
（
株
式
会

社 

デ
ィ
ー
エ
ル
デ
ィ
ー
）・
松
尾
秀
樹
（
薪
の

松
尾
）
を
お
迎
え
し
、
局
長
が
司
会
を
務
め
ま

し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
東
京
や
名
古
屋
・
神
戸
か

ら
の
流
通
問
屋
を
含
め
約
八
十
人
が
出
席
す
る

中
、
需
要
者
側
、
供
給
者
側
の
双
方
に
よ
る
事

例
紹
介
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
発
言
と
し
て
、
薪
に
は
楢
、
雑
薪
、
製

材
薪
の
三
種
類
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が

あ
る
こ
と
か
ら
用
途
も
異
な
る
。
ま
た
、
暖
房

用
と
調
理
用
で
は
、
求
め
ら
れ
る
品
質
は
同
じ

で
は
な
い
。
薪
の
大
き
さ
が
生
産
者
に
よ
り
異

な
る
た
め
、
需
要
者
か
ら
不
満
が
出
る
場
合
が

あ
る
。
針
葉
樹
の
薪
は
広
葉
樹
に
比
べ
乾
燥
が

容
易
。
ま
た
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
で
あ
れ
ば
、
薪

ス
ト
ー
ブ
の
使
用
で
汚
れ
や
脂
で
問
題
に
な
る

こ
と
は
な
い
。
冬
の
長
い
寒
冷
地
で
は
、
年
間

の
灯
油
代
よ
り
安
く
つ
く
場
合
も
あ
る
。
ホ
テ

ル
で
は
薪
と
炭
の
併
用
が
み
ら
れ
る
。
山
村
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
境
界
の
明
確
化
を
含
め
原

木
の
安
定
供
給
体
制
の
確
立
が
課
題
。
等
の
ご

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
需
要
者
・
供
給
者
間

で
の
情
報
交
換
が
熱
心
に
行
わ
れ
、
長
期
間
乾

燥
が
必
要
な
た
め
広
大
な
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の

確
保
や
原
木
の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り
な
ど
、

新
た
な
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
長
野
県
と
の
連
携

の
下
、
引
き
続
き
「
薪
」
に
つ
い
て
の
各
種
情

報
の
発
信
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
薪
」
を

含
め
た
木
材
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

善
光
寺
の
出
開
帳
が
平
成
二
十
五
年
四
月

二
十
七
日
か
ら
五
月
十
九
日
ま
で
、
両
国
の
回

向
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
出
開
帳
は
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
を
目
的
と
し
て
お

り
、
戦
後
初
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
期
間
中
は

善
光
寺
の
一
光
三
尊
、
阿
弥
陀
如
来
像
、
釈
迦

涅
槃
像
な
ど
を
開
帳
し
、
毎
日
法
要
が
と
り
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
当
組
合
が
、
善
光
寺
よ
り
出
開

帳
の
授
与
品
の
「
お
し
ゃ
も
じ
」
の
作
製
依
頼

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
お
し
ゃ
も
じ
」
の
材

長
野
森
林
組
合　

営
業
企
画
課

…

課
長
代
理　

佐
藤　

健
太
氏

薪セミナーの会場の様子

薪の生産現場（㈱DLD）長野県伊那市

授与品おしゃもじ

「
薪
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
」

善
光
寺
出
開
帳

「
お
し
ゃ
も
じ
」の
製
作

寄 

稿

寄 

稿
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料
に
は
、
当
組
合
と
中
部
森
林
管
理
局
と
の

「
国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
協
定
」

に
よ
り
北
信
森
林
管
理
署
管
内
か
ら
出
材
さ
れ

た
ス
ギ
を
使
用
し
、
加
工
の
一
部
を
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
南
三
陸
工
場
に
依

頼
し
ま
し
た
。

　

同
工
場
は
宮
城
県
南
三
陸
町
の
廃
校
を
活
用

し
、
被
災
者
の
方
た
ち
の
雇
用
創
出
の
場
と
し

て
設
立
さ
れ
、
現
在
二
十
名
の
方
々
が
木
製
品

の
加
工
、
セ
ッ
ト
作
業
な
ど
の
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
二
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、
被
災
地

の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
雇
用

の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
当
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新
た

な
木
材
の
活
用
と
と
も
に
、
被
災
地
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

…

［
企
画
調
整
課
］
民
有
林
と
の
連
携
を
一
層
深

め
た
管
理
経
営
や
、
森
林
・
林
業
の
再
生
の
た

め
の
施
業
の
集
約
化
、
新
た
な
技
術
の
開
発
と

民
有
林
へ
の
普
及
等
に
つ
い
て
、
管
内
の
森
林

技
術
指
導
官
と
地
域
林
政
調
整
官
等
を
集
め
た

民
有
林
支
援
・
連
携
会
議
を
四
月
十
八
日
か
ら

十
九
日
に
か
け
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
冒
頭
、
山
元
次
長
よ
り
、
地
域
の
た
め

の
国
有
林
と
な
る
こ
と
、
地
域
関
係
者
や
民
有

林
と
の
連
携
を
一
層
深
め
た
管
理
経
営
を
進
め

る
こ
と
な
ど
の
挨
拶
の
後
、
局
各
課
よ
り
民
有

林
支
援
・
連
携
施
策
の
取
組
方
針
や
、
民
有
林

関
係
者
と
協
調
し
た
森
林
整
備
推
進
協
定
等
の

締
結
、
人
材
育
成
に
向
け
た
森
林
技
術
・
支
援

セ
ン
タ
ー
の
取
組
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
各
署
（
所
）
の
森
林
技
術
指
導
官

等
よ
り
民
有
林
関
係
者
か
ら
の
要
望
・
相
談
事

項
の
報
告
や
、
今
年
一
月
末
に
開
催
し
た
中
部

森
林
技
術
交
流
発
表
会
で
発
表
さ
れ
た
「
木
曽

谷
流
域
に
お
け
る
民
・
国
連
携
に
よ
る
林
業
再

生
へ
の
取
組
」
な
ど
三
題
の
発
表
を
受
け
、
今

後
、
よ
り
一
層
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
事
項
に

つ
い
て
確
認
、
共
通
認
識
を
も
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

二
日
目
は
、
林
野
庁
整
備
課
造
林
間
伐
対
策

室
の
中
本
課
長
補
佐
か
ら
「
森
林
整
備
事
業
の

概
要
」
と
題
し
、
主
に
森
林
環
境
保
全
直
接
支

援
事
業
（
造
林
補
助
事
業
）
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
た
、
長
野
県
林
務
部
森
林
政
策
課
丸
山

課
長
補
佐
よ
り
、
長
野
県
が
取
り
組
む
信
州

Ｆ
・
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
林
業
経
営

基
盤
づ
く
り
等
の
推
進
や
第
六
十
七
回
全
国
植

樹
祭
に
向
け
た
取
組
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
民
有
林
施
策
の
動
向
等

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
有
意
義
な
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
会
議
終
了
後
は
、
特
に
新
た
な
技
術
開

発
と
民
有
林
へ
の
普
及
に
つ
い
て
県
別
に
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
「
過
去
に
列
状
間
伐
を
実
行
し

た
箇
所
に
お
け
る
二
回
目
の
間
伐
」
や
「
伐

採
・
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
な

ど
に
今
後
全
署
共
通
事
項
で
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
な
ど
を
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。　

　

今
後
と
も
民
有
林
に
対
す
る
支
援
・
連
携
や

技
術
の
開
発
・
普
及
に
向
け
た
取
組
等
に
関
係

者
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

…［
北
信
署
・
中
信
署
・
東
信
署
・
南
信
署
］

　

本
年
二
月
に
実
施
し
た
カ
ラ
マ
ツ
黄
葉
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
、
九
作
品
を
、
入
賞
作

品
の
撮
影
箇
所
で
あ
る
各
市
町
村
へ
各
署
長
か

ら
贈
呈
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
贈
呈
市

町
村
、
小
諸
市
・
信
濃
町
・
長
野
市
・
高
山

村
・
松
本
市
・
茅
野
市
・
川
上
村
）。

　

ま
ず
、
五
月
九
日
の
東
信
署
か
ら
小
諸
市
へ

の
贈
呈
に
始
ま
り
、
信
濃
町
・
茅
野
市
・
松
本

市
へ
の
贈
呈
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

高
峰
高
原
を
撮
影
し
た
作
品
を
贈
呈
さ
れ
た

小
諸
市
長
か
ら
「
大
変
す
ば
ら
し
い
パ
ネ
ル
を

い
た
だ
い
た
。
小
諸
市
は
全
体
が
カ
ラ
マ
ツ
林

な
の
で
そ
の
美
し
さ
に
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
気
が

つ
か
な
か
っ
た
。
早
速
、
市
民
に
も
見
て
も
ら

え
る
よ
う
市
庁
舎
入
口
の
ロ
ビ
ー
に
飾
り
た

南三陸町でのおしゃもじ作製風景

民
有
林
支
援
・

　

連
携
担
当
者
会
議
の
開
催

会議の様子（中部森林管理局）

カ
ラ
マ
ツ
黄
葉
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
を
市
町
村
贈
呈

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

東信署長と小諸市長
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い
。」
と
贈
呈
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

十
日
に
は
、
北
信
署
長
か
ら
信
濃
町
長
へ
黒

姫
山
で
撮
影
さ
れ
た
作
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

信
濃
町
で
は
作
品
を
、
観
光
関
係
に
活
用
す
る

こ
と
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
三
日
に
は
、
中
信
署
長
か
ら
松
本
市
副
市

長
へ
上
高
地
と
野
麦
峠
で
撮
影
さ
れ
た
作
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
市
で
は
応
接
室
等
へ
展
示
し

て
い
た
だ
く
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

同
じ
く
十
三
日
に
は
、
南
信
署
長
か
ら
茅
野

市
副
市
長
へ
茅
野
市
か
ら
の
八
ヶ
岳
を
撮
影
さ

れ
た
作
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
市
で
は
市
庁
舎

ロ
ビ
ー
へ
展
示
し
て
い
た
だ
く
予
定
と
の
こ
と

で
す
。

　

各
贈
呈
式
に
は
報
道
関
係
の
取
材
も
行
わ

れ
、
カ
ラ
マ
ツ
を
木
材
資
源
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
観
光
資
源
と
し
て
も
評
価
し
て
い
た
だ

く
と
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
目
的
に
も
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
カ
ラ
マ
ツ
新
緑
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
中
で
す
。
七
月
十
日
ま
で
の
応
募
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
多
数
の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

…

［
名
古
屋
事
務
所
］
み
ど
り
の
月
間
中
（
四
月

十
五
日
〜
五
月
十
四
日
）
の
、「
旧
み
ど
り
の

日
」
に
あ
た
る
四
月
二
十
九
日
（
昭
和
の
日
）

に
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
九

回
目
と
な
る
「
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

13,
」
を
愛
知
県
瀬
戸
市
に
あ
る
瀬
戸
国
有
林

「
定
光
寺
自
然
休
養
林
」
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
「
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
広

く
地
域
の
方
々
に
森
林
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ

き
、
森
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
名
古
屋
事
務
所
と
愛
知
森
林
管
理
事
務
所

の
主
催
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
有
林
野

事
業
の
一
般
会
計
化
を
機
に
、
瀬
戸
市
を
始
め

今
ま
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
団
体
に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式
で
運
営
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
世
話
人
代
表
と
し
て

（
一
財
）
日
本
森
林
林
業
振
興
会
名
古
屋
支
部

長
を
選
び
、
木
材
利
用
推
進
も
趣
旨
に
掲
げ
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
形
で
準
備
を
進
め
、
当
日

を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
地
元
瀬
戸
市
を

始
め
名
古
屋
市
な
ど
た
く
さ
ん
の
地
域
か
ら
、

約
一
千
二
百
人
と
い
う
多
く
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
、
新
緑
の
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
自
然

休
養
林
の
中
で
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
丸

太
切
り
、
火
お
こ
し
体
験
、
マ
イ
箸
づ
く
り
な

ど
木
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
終
了
後
に
は
、
中
部
森
林

管
理
局
名
古
屋
事
務
所
長
か
ら
、「
地
域
の
み

な
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
こ
と
も
国
有
林
の
大
き

な
役
割
。
そ
の
一
環
と
し
て
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
大
切
。」「
来
て
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん

の
方
々
の
笑
顔
が
良
か
っ
た
。」「
来
年
ま
た
こ

の
場
所
で
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
み
た
い

の
で
協
力
を
。」
と
、
来
年
に
向
け
関
係
者
に

あ
い
さ
つ
し
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
催
し
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送

局
や
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
か
ら
も
取
材
が
あ

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
夕
方
と
夜
の
二
回
に
わ
た
り

東
海
地
方
向
け
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
ま
し

た
。

信濃町長と北信署長松本市副市長と中信署長

茅野市副市長と南信署長

来場者で賑わうブース

マイ箸づくりを楽しむ参加者
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 ［
富
山
森
林
管
理
署
神
通
森
林
事
務
所
］

　

神
通
森
林
事
務
所
は
、
富
山
県
富
山
市
八
尾

町
に
あ
り
、
日
本
を
代
表
す
る
祭
り
「
お
わ
ら

風
の
盆
」
が
催
さ
れ
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

管
轄
す
る
区
域
は
岐
阜
県
と
の
県
境
近
く
に

位
置
し
、
富
山
市
（
旧
大
山
町
・
大
沢
野
町
・

細
入
村
・
八
尾
町
）
に
所
在
す
る
長
棟
、
大
沢

野
、
楡
原
、
猪
谷
、
大
谷
、
小
井
波
、
野
積
国

有
林
の
七
団
地
で
約
九
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
管
理

し
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
国
有
林
の
特
徴
は
、
多
く
は
ブ
ナ
や

ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
な
ど
の
天
然
林
と
な
っ
て
お

り
、
人
工
林
は
ス
ギ
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
有
林
の
中
に
は
先
輩
た
ち
が
築
き
上
げ
て

き
た
ス
ギ
の
成
長
試
験
地
や
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
の

密
度
管
理
試
験
地
な
ど
幾
つ
か
の
試
験
地
が
あ

り
ま
す
。
試
験
地
の
調
査
を
し
て
い
て
、
今
ま

で
雪
国
で
の
仕
事
の
経
験
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
ス
ギ
が
Ｓ
の
字
に
根
曲
が
っ
た
立
木
や
ブ

ナ
・
カ
ン
バ
の
林
を
見
る
と
地
域
に
よ
っ
て
樹

種
も
違
え
ば
生
長
の
仕
方
、
形
状
も
い
ろ
い
ろ

あ
る
ん
だ
な
と
、
自
然
の
力
や
生
命
力
の
凄
さ

を
改
め
て
思
わ
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
長
棟

国
有
林
で
は
造
林
・
生
産
請
負
事
業
や
境
界
整

備
の
監
督
、
各
種
立
木
調
査
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
風
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大

沢
野
国
有
林
に
は
社
会
貢
献
の
森
「
風
と
せ
せ

ら
ぎ
の
森
林
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ん
た
ろ
う
倶
楽
部
と
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
毎
年
四
月
頃
に
林
内
に
侵
入
し

た
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
を
除
去
し
た
も
の
を
チ
ッ

パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
チ
ッ
プ
化
し
、
竹
チ
ッ

プ
を
林
内
の
歩
道
等
に
敷
設
し
た
り
す
る
作
業

や
七
月
頃
に
は
植
え
付
け
し
た
ス
ギ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
や
ク
リ
な
ど
の
周
り
を
下
刈
り
す
る
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

富
山
県
と
い
え
ば
黒
部
・
立
山
地
域
に
中
部

山
岳
国
立
公
園
等
の
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
た

北
ア
ル
プ
ス
が
有
名
で
す
が
、
当
事
務
所
の
野 きんたろう倶楽部、竹の除伐

おわら風の盆

シ
リ
ー
ズ

積
国
有
林
に
は
白
木
水
無
県
立
自
然
公
園
に
指

定
さ
れ
て
い
る
白
木
峰
自
然
観
察
教
育
林
が
あ

り
、
高
山
植
物
や
湿
性
植
物
が
見
ら
れ
ニ
ッ
コ

ウ
キ
ス
ゲ
の
時
季
で
あ
る
七
月
頃
に
は
多
く
の

登
山
者
が
訪
れ
、
黄
橙
色
で
染
ま
っ
た
景
観
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

冒
頭
の
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
は
、
毎
年
九
月

一
日
か
ら
三
日
が
本
祭
で
二
十
五
万
人
前
後
の

見
物
客
が
八
尾
を
訪
れ
ま
す
。
こ
こ
に
赴
任
し

て
来
て
初
め
て
見
ま
し
た
が
、
越
中
お
わ
ら
節

の
哀
切
感
に
満
ち
た
旋
律
に
の
っ
て
、
叙
情
豊

か
な
唄
と
踊
り
は
気
品
高
く
、
哀
調
の
あ
る
音

色
を
奏
で
る
胡
弓
の
調
べ
な
ど
に
魅
了
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
風
の
盆
の
行
事
を
行
っ
て
い
る
の
は
、

十
の
旧
町
内
と
そ
れ
ら
の
旧
町
内
外
か
ら
移
り

住
ん
だ
人
た
ち
か
ら
な
る
福
島
（
ふ
く
じ
ま
）

の
計
十
一
団
体
で
、
私
は
福
島
地
区
に
な
り
ま

す
。

　

福
島
の
人
は
毎
週
水
曜
日
の
夜
に
公
民
館
に

集
ま
り
、
三
味
線
、
胡
弓
、
太
鼓
、
唄
の
稽

古
を
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
努
力
が
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
祭
り
を
成
功
さ
せ
て
い
る
の
だ

な
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
へ
来
て
二
年
目
に
入
り
公
私
と
も
に

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
無
災
害
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◎
長
野
林
政
協
議
会

　

６
月
11
日

◎
富
山
県
林
政
協
議
会

　

６
月
26
日

◎
愛
知
県
・
岐
阜
県
合
同
林
政
協
議
会

　

６
月
28
日

田中　神通森林官

白木峰
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ご当地

自慢
愛知県豊川市編

愛知森林管理事務所

1

荷
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
川
稲
荷
は
神
社
で
は
な
い
も
の
の
、
商
売

繁
盛
の
神
と
し
て
知
ら
れ
、
境
内
の
参
道
に
は

鳥
居
が
建
っ
て
お
り
、
日
本
三
大
稲
荷
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
霊
狐
塚

　

参
道
の
奥
に
位
置
し
、
千
体
以
上
の
狐
様
が

並
ぶ
圧
巻
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
大
き
な

岩
の
隙
間
に
は
、
こ
こ
を
訪
れ
た
人
が
入
れ
た

硬
貨
が
あ
り
、
そ
れ
を
木
の
枝
な
ど
で
う
ま
く

取
り
出
せ
る
と
お
金
持
ち
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
取
り
出
し
た
お
金
は
お
守
り
に
し

て
、
一
年
後
に
お
金
が
儲
か
っ
た
ら
、
お
礼
と

し
て
そ
の
何
倍
か
の
硬
貨
を
こ
の
岩
の
隙
間
に

隠
し
に
く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
い
な
り
寿
司

　

十
九
世
紀
の
初
め
ご
ろ
、
お
稲
荷
さ
ん
に
お

供
え
し
て
あ
っ
た
油
揚
げ
の
中
に
ご
飯
を
詰
め

て
お
寿
司
に
し
た

も
の
が
起
源
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

発
祥
の
地
の
一

つ
と
も
伝
え
ら
れ

る
豊
川
市
で
は
、

二
〇
〇
九
年
市
内

観
光
協
会
が
主
体

と
な
り
「
い
な
り
寿
司
で
豊
川
市
を
も
り
あ
げ

隊
」
を
結
成
。
毎
月
十
七
日
を
「
い
い
な
、
い

な
り
寿
司
の
日
」
と
し
、
毎
年
「
豊
川
い
な
り

寿
司
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
多
種
多

様
な
隊
員
達
が
も
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
豊
川
市

に
は
美
味
し
く
て
楽
し
い
い
な
り
寿
司
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
市
内
に
約
百
店
舗
、
約
三
百
種
類

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ン
の
代
わ
り
に
油
揚
げ
で
ヒ
レ
カ

ツ
を
挟
む
「
お
き
つ
ね
バ
ー
ガ
ー
」
も
あ
り
ま

す
。

◆
Ｂ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
豊
川

　

豊
川
が
、
熱
い
な
り

　

Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
「
Ｂ
︱
１
グ
ラ

ン
プ
リ
」
は
、
年
に
一
回
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま

ち
お
こ
し
に
取
り
組
む
団
体
が
全
国
か
ら
集
結

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
地
元
の
自
慢
の
味
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
各
町
の
Ｐ
Ｒ

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
お
も
て
な
し
な
ど
に
熱

い
思
い
が
込
め
ら
れ
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
「
Ｂ
︱
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
開

催
地
に
、
こ
の
た
び
豊
川
市
が
正
式
決
定　

豊

川
市
で
開
催
さ
れ
る
第
八
回
目
は
、
東
海
エ
リ

ア
で
初
の
グ
ラ
ン
プ
リ
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
地
元
は
今
か
ら
大
盛
り
上
が
り　

二
〇
一
三
年
十
一
月
九
日
か
ら
十
日
ま
で
豊
川

稲
荷
周
辺
及
び
豊
川
市
野
球
場
周
辺
で
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

ア
ク
セ
ス
方
法

［
公
共
交
通
機
関
］

　
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
豊
川
駅
下
車
、
徒
歩
三
分

　

名
鉄
豊
川
線
豊
川
稲
荷
駅
下
車
、
徒
歩
三
分

［
自
家
用
車
］

　

東
名
高
速
道
路
豊
川
Ｉ
Ｃ
よ
り
五
分

◆
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
「
豊
川
稲
荷
」

　

東
海
屈
指
の
霊
場
と
呼
ば
れ
る
、
愛
知
県
豊

川
市
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
豊
川
稲
荷
（
と
よ

か
わ
い
な
り
）
は
、
正
式
の
寺
号
は
「
円
福
山

豊
川
閣
妙
厳
寺
」（
え
ん
ぷ
く
ざ
ん
と
よ
か
わ

か
く
み
ょ
う
ご
ん
じ
）
と
称
す
る
寺
院
で
す
。

　

境
内
は
千
二
百
七
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
有

し
、
そ
の
中
に
整
然
と
点
在
す
る
堂
塔
伽
藍
は

大
小
合
わ
せ
九
十
余
棟
に
も
及
び
ま
す
。
総
欅

造
の
大
本
殿
に
祀
ら
れ
る
鎮
守
の
、
吒
枳
尼
眞

天
（
だ
き
に
し
ん
て
ん
）
が
白
い
狐
に
ま
た

が
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
通
称
「
豊
川
稲総欅造の豊川稲荷大本殿

パワースポット霊狐塚

豊川名物　稲荷寿司おきつねバーガー

わさびいなり寿司

！
！


